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令和３年第３回定例会

令和３年第３回定例会

　令和３年第３回定例会が、９月８日から 17 日までの 10 日間の会期で開催されました。新型
コロナウイルス感染症拡大を防止するため、今回も議員席の一定距離を確保するとともに執行
部の出席人数や傍聴席数に制限を設けて行いました。また、今回の一般質問は全員が 30 分以内
として 11 人の議員が登壇し、町政全般についての質問が展開されました。
　なお、今回提出された議案については、すべて全会一致で可決（同意及び認定含む。）されま
した。

　令和３年度大子町一般会計補正予算（第５号）の主なものは別表のとおりです。補正後の予
算総額は、歳入歳出それぞれ 115 億 372 万２千円となります。
　また、国民健康保険事業特別会計 927 万円の増額、介護保険特別会計 2281 万６千円の増額
補正がありました。
　水道事業会計については、収益的支出が 329 万３千円、資本的支出の補正額 409 万８千円の
増額補正がありました。

歳　　　　　入 補　正　額

県支出金 624 万 7 千円

寄附金 110 万円

繰越金 5 億 3666 万 6 千円

歳　　　　　出 補　正　額

ＡＩ乗合タクシー運行業務事業費 1095 万 1 千円

カーシェアリング事業費 218 万 3 千円

土地改良事業費 918 万 3 千円

中小企業経営者改善支援事業補助金 200 万円

林野火災防止標識設置業務委託料 288 万 2 千円

生瀬中学校防球ネット・支柱交換工事請負費 348 万 6 千円

大子町成人のつどい事業費 489 万円

財政調整基金積立金元金 3 億円

一般会計補正予算の主なもの

令和３年度一般会計補正予算
補正額 3億8898万6千円の増額
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令和３年第３回定例会

第３回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告第 7号 （仮称）袋田防災センター建築工事変更請負契約の専決処分の報告について 報告済

議案第 58 号 大子町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例 原案可決

議案第 59 号 大子町国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 60 号
大子町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決

議案第 61 号 大子町新庁舎建設工事変更請負契約の締結について 原案可決

議案第 62 号 消防ポンプ自動車の取得について 原案可決

議案第 63 号 大子町過疎地域持続的発展計画の策定について 原案可決

議案第 64 号 大子おやき学校の指定管理者の指定について 原案可決

議案第 65 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意

議案第 66 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意

議案第 67 号 令和３年度大子町一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第 68 号 令和３年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 69 号 令和３年度大子町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 70 号 令和３年度大子町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

委員会報告
第 3号

常任委員会審査報告（予算・決算委員会） ―

議案第 71 号 令和２年度大子町一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 72 号 令和２年度大子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
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人権擁護委員に永瀬道子氏を再任
　人権擁護委員の永瀬道子氏が令和３年 12 月 31 日で任期満了となるため、引き続き同氏を選任する

ことに同意しました。任期は令和６年 12 月 30 日までです。

人権擁護委員に栗山洋一氏を再任
　人権擁護委員の栗山洋一氏が令和３年 12 月 31 日で任期満了となるため、、引き続き同氏を選任する

ことに同意しました。任期は令和６年 12 月 30 日までです。

あなたから出された請願・陳情等は
請願・陳情等名 請願・陳情等者 付託委員会 結　果

教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度堅持のための政府予算に係る
意見書採択を求める請願

水戸市笠原町 978-46
茨城県教育会館 2Ｆ

茨城県教職員組合
代表　杉山　繁　ほか 82 名

文教厚生委員会 採　択

※採択された請願・陳情等は、地方自治法第 99 条の規定により国会及び関係省庁等に意見書を提出し
ました。

議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 73 号 令和２年度大子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 74 号 令和２年度大子町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 75 号 令和２年度大子町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 76 号 令和２年度大子町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 77 号 令和２年度大子町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
原案可決
及び認定

委員会報告
第 4号

常任委員会審査報告（文教厚生委員会） 原案可決

議員提出議案
第 3号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 原案可決

議員提出議案
第 4号

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書 原案可決
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令和２年度歳入歳出決算の認定について
　令和２年度における予算執行の歳入歳出決算の認定については、予算・決算委員会※に付託され２
日間にわたり審査が行われました。審査の結果、一般会計の主な事業や特別会計・水道事業会計の決
算（町長提出議案 71 号から第 77 号まで）について原案のとおり認定しました。

　前年度（令和元年度）と比べて歳入と歳出が大幅に増えた原因は、主に令和元年東日本台風やコロ
ナウイルス感染症の影響によるものです。廃棄物の処理や災害復旧、感染予防の対策や支援などでた
くさんお金を使いました。そして、そのお金を国などがたくさん援助してくれました。そのため令和
２年度は歳入も歳出も増える結果となりました。
　一般会計及び特別会計の決算額は次のとおりです。

※予算・決算委員会とは
　町が令和２年度中におこなったすべての事業に対して、どのように予算が使われのかを審

査する委員会のことで、今後の事業執行につなげてもらうための重要な役割を担っています。

一般会計歳入決算
　141 億 6084 万円
　前年度と比べると 37億5072万円増えました（36.0％UP　）
一般会計歳出決算
　131 億 4095 万円
　前年度と比べると 35億1755万円増えました（36.6％UP　）

※資本的収入が資本的支出に対し不足する額１億 2689 万２千円は、当年度分消費税及び地方消費税資
本的収支調整額 1631 万円、過年度分損益勘定留保資金 2652 万４千円及び当年度分損益勘定留保資
金 8405 万８千円で補てんしました。

令和２年度　一般・特別・水道事業会計決算
会　　　計　　　別 歳入決算額 歳出決算額

一　　　　般 141 億 6084 万 2 千円 131 億 4095 万 3 千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 24 億 2021 万 3 千円 23 億 5228 万 9 千円

後 期 高 齢 者 医 療 2億 7339 万 3 千円 2億 6336 万 2 千円

介 護 保 険 26 億 4391 万 1 千円 25 億 4682 万 5 千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 1115 万円 1115 万円

浄 化 槽 整 備 事 業 9965 万 8 千円 9965 万 7 千円

水道事業会計
収益的収支 4億 4907 万 4 千円 4億 1661 万 9 千円

資本的収支 2億 673 万 3 千円 3億 3362 万 5 千円
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〈令和２年度主な事業と事業費〉
● 古民家改修事業	 2362 万 8千円

● 一般管理費（交通分）	 1588 万 6千円

● 新庁舎建設事業費	 1 億 3822 万 1千円

● 環境衛生施設整備事業	 775 万円

● 土地改良事業（農林課分）	 6089 万 2千円

● 土地改良事業（建設課分）	 241 万 6千円

● 茶の里公園施設整備事業	 655 万円

● 林道開設改良事業	 2108 万 3千円

● 道路新設改良事業	 1 億 2284 万 1千円

● 各住宅助成事業	 8771 万 3千円

● 消防施設整備事業	 5755 万 9千円

● 小学校施設整備事業	 1890 万 9千円

● 中学校施設整備事業	 2417 万 8千円

● 公民館・コミュニティセンター整備事業	 2106 万 7千円

● 給食センター施設整備事業	 1164 万 9千円

一般会計決算認定
◎総務費
　　ＡＩ乗り合いタクシー実証実験における経費の総額及び人件費は？
　　総額 856 万 6500 円のうち人件費を含む運行業務費が 618 万 8420 円である。

　　大子町営研修センター改修工事（1504 万円）をおこなった理由は？
　　改修前は東京理科大学の寄宿舎として使用されていたが、今後は広く一般の方の研修に利用して
もらうことを考えており、消防法等の法令に適合させるため改修した。

◎民生費
　　福祉作業所賃貸料（462 万円）があるが、５年間で約 2000 万円を超える。交通事故の心配もあ

るので、もう少し環境の良いところへ移せないか？
　　今の場所で半永久的という考えはないが、どこにいつからという検討は現在おこなっていない。
今後は関係団体の意見を聞きながら検討したい。

答

答

答

問

問

問

予算・決算委員会での主な質疑（一部を抜粋して掲載しています）
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◎衛生費
　　収集ごみ袋作成料（662 万５千円）の作成枚数はどれくらいか。また、その数量は適量か。
　　45 リットル（通常の大きい袋）が 100 万枚、20 リットル（小さめの袋）が５万枚、ペットボトル
用として５万枚購入した。前年度の在庫を繰り越すことで、間に合うという計算のもと、今年度も
同じように購入する。

◎農林水産業費
　　豪雨対策調査耐震調査業務（1768 万８千円）はどのよう調査がおこなわれ、どのような結果だ

ったのか。
　　防災重点ため池の指定を受けた池田と愛宕町の２か所のため池を対象として、耐震調査及び土壌
調査をおこなった。結果は、「堤体の強度不足等が懸念されるため改修が必要」との判定であり、現
在国へ改修に関する要望を申請をしている。

◎商工費
　　町飲食店応援事業業務（1502 万１千円）の内容と効果は？
　　コロナ禍により売上げが減少した町内飲食店への経営支援及び町内消費の活性化を図るため、テ
イクアウトやデリバリーによる飲食料品販売の一部を補助した。タクシーを利用したデリバリーが
好調であり、一定の効果はあったものと考えている。

◎土木費
　　住宅リフォーム助成金（6551 万２千円）の件数と、利用頻度の状況は？
　　令和２年度の実績は 244 件である。令和元年度の実績は 230 件であり金額が 6326 万４千円であっ
た。今年度さらに希望者が増える場合は、補正予算で対応したい。

◎消防費
　　茨城県防災ヘリコプター運航連絡協議会（58 万 7000 円）の内容で、大子町は回数的に相当使

っていると思うが、今後高くなることはあるのか？
　　この金額は派遣職員分の人件費であり、利用に関しての費用負担はない。

◎教育費
　　ＩＣＴ教育の整備により、どのような効果が出ているか？
　　令和２年度において児童・生徒一人１台のタブレット端末の整備やネットワーク環境の再構築を
おこなった。臨時休業時のオンライン学習の取組や、通常の授業での活用、家庭に持ち帰っての家
庭学習など多くのメリットがある。社会的にもＩＣＴは進んでいるので、早い段階から順応する意
味でも大切である。

特別会計決算認定
◎国民健康保険事業
　　脳ドック検診助成費金と人間ドック検診助成金について、希望者の推移と実績は？
　　令和元年度の実績は、脳ドックが 52 人で 100 万 3548 円、人間ドックが 279 人で 794 万 4000 円で
あった。令和２年度は、脳ドックが48人で95万8930円、人間ドックが217人で628万4000円である。

◎浄化槽整備事業特別会計
　　浄化槽の整備状況は 48 基とあるが、このうちリフォームと一緒に整備した物件は何件あるか？
　　住宅リフォーム助成金を利用した住宅 14 件、空き家バンクリフォーム助成金を利用した住宅２件
の合計 16 件である。

◎水道事業会計剰余金の処分及び決算
　　大子町に進出した企業がある場合に、町（水道部門）として積極的に関わって行けるのか？
　　企業が進出して水道を使ってもらうことは、ありがたいと思うので、その際には企業誘致の担当
課と連携して、ニーズに応えられるようにしたい。

令和２年度決算の認定

答

答

答

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

問

問

問



もう使いましたか！？

期限は
　令和3年
12月31日（金）

です。
お早めに！！

大子町議会の要望により実現！
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令和３年第４回臨時会
　令和３年第４回臨時会が８月 18 日に開催され、町長から提出された議案３件について原案どおり承
認・可決されました。
　一般会計補正予算の専決処分の承認１件、手数料徴収条例の一部改正１件及び令和３年度補正予算
１件について、全会一致で承認・可決されました。

第４回臨時会　提出議案と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 55 号 令和３年度大子町一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認を求
めることについて 原案承認

議案第 56 号 大子町手数料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 57 号 令和３年度大子町一般会計補正予算（第４号） 原案可決

　・新型コロナウイルス感染対策一時支援金	 2450 万円

　・観光物産館厨房内空調機更新工事請負費	 270 万 3 千円

　・森林の温泉脱衣室空調機更新工事請負費	 435 万 6 千円

一般会計補正予算（歳出）の主なもの



○茨城県森林湖沼環境税の継続を求める要望書提出
　議会と森林・林業 ･林産業活性化促進議員連盟
※では、令和３年度で期限が切れる茨城県森林湖
沼環境税を、令和４年度以降も継続するよう茨城
県に要望書を提出しました。
　茨城県森林湖沼環境税は平成 20 年から導入さ
れ、森林の整備や保全、湖沼・河川の水質保全など、
この財源を活用して様々な施策の推進が図られて
きました。大子町でも、森林整備のための作業道
の開設や間伐事業等が積極的に推進されました。
　美しく豊かな水と緑を育み後世へ引き継いでいくために、今後もこれらの取り組みを継続・強化す
る必要があると判断し、強く継続を求めました。要望書は７月 30 日に齋藤議長（中央）と須藤会長（左）
が県庁を訪問し、茨城県農林水産部長の根崎部長（右）に手渡しました。

ピックアップ

※森林・林業・林産業活性化促進議員連盟（林活議連）とは
　森林・林業・林産業の活性化に寄与することを目的に組織された連盟であり、現在は

須藤明議員が会長を務め、ほか 12 名の議員が構成メンバーとして活動しています。
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議員の活動報告します！

７月、８月、９月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

７月 30 日
８月

９月

・茨城県森林湖沼環境税の継続を求める要望書提出　〔議長・林活議連会長〕
・県町村議会議長会決算審査　〔議長〕
・８月定例全員協議会　〔全議員〕
・総務経済委員会　
・袋田地域防災センター内覧会　〔議長　地元議員３名〕
・第４回臨時会　
・町村長・議長会合同定例会（オンライン会議）　〔議長〕
・100DIVE プロジェクト参加者との意見交換会　〔総務経済委員会２名〕
・議会運営委員会　
・全員協議会　
・第３回定例会
・広報委員会
・予算・決算委員会
・意見書（コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税源の充実を求める意見書、
　教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書）を国等に提出
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一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょ
く状況、将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事
務事業の改善や施策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和３年 第３回定例会

町政に
ここが聞きたい！これを言いたい！

11名の議員が一般質問！！
質　　問　　内　　容 ページ 質　　問　　者

町営墓地に覆い被さる樹木の対応は
ＡＩ乗合タクシーの費用対効果は P.11 菊池　靖一　議員

優先順位を付けた独自の施策を
新たな魅力を創出する事業に P.12 藤田　　稔　議員

介護の需要と供給のバランスは
企業との連携協定の進展について
公共事業の建設費のチェックについて

P.13 金澤　眞人　議員

通学路の安全確保は
新型コロナウイルス感染症対策は P.14 福田　祥江　議員

チャレンジ支援事業内容の充実を
ハイキングコースの整備を P.15 中郡　一彦　議員

通学路の安全対策は
令和３年大子町成人のつどいのコロナ対策は P.16 須藤　　明　議員

コロナに対する町の医療体制は P.17 野内　健一　議員

ジビエ等に取り組めないか
ＡＩタクシー更なる乗降場所の増設を
高齢者などには分かりやすい利用方法を

P.18 飯村　　剛　議員

自宅療養者や濃厚接触者の支援体制は
ジビエ料理の推進について P.19 川井　正人　議員

観光ボランティアへの支援策は
新庁舎の増額理由は P.20 菊池　富也　議員

遊休農地と家庭菜園の連携策は
埋立て条例改正の実効性について P.21 大森　勝夫　議員

一般質問目次

スマホで「議会中継」を見ませんか！
　定例会及び臨時会のすべてを生中継するとともに、閉会後は録画配信も行っています。
スマートフォンでも見ることができます。
※一般質問者ページ下部にあるＱＲコードにより、質問者を検索することができます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
町
営
池
田
墓
地
は
、

後
ろ
が
山
に
な
っ
て
い
る
た
め

樹
木
が
お
墓
に
覆
い
被
さ
り
、

早
急
に
対
応
し
て
お
い
た
方
が

よ
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、

町
の
対
応
は
。

【
生
活
環
境
課
長
】
池
田
墓
地

は
現
在
、
墓
地
の
区
画
内
、
区

画
外
を
含
め
て
利
用
者
が
個
々

人
で
維
持
管
理
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

山
側
の
樹
木
を
大
規
模
に
伐
採

す
る
な
ど
、
利
用
者
個
人
で
は

対
応
が
難
し
い
も
の
に
つ
い
て

は
町
に
相
談
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
現
地
の
状
況
や
内
容
を

確
認
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

【
菊
池
】
川
山
霊
園
は
、
１
１

５
の
区
画
が
あ
る
割
に
は
駐
車

場
が
狭
い
。
お
盆
や
お
彼
岸
の

時
期
に
は
、
歩
道
に
駐
車
し
て

墓
参
す
る
光
景
を
見
か
け
る
。

町
営
墓
地
の
環
境
と
し
て
は
大

変
危
険
な
の
で
、
新
た
な
駐
車

場
の
整
備
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
現
在
の
駐

車
場
を
拡
張
す
る
こ
と
は
、
地

形
上
な
ど
の
問
題
か
ら
大
変
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
近
隣
の
土

地
を
買
収
し
、
新
設
す
る
と
な

る
と
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
使
用
頻
度
を

考
え
る
と
難
し
い
。
近
隣
の
斎

場
や
宮
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
の
利
用
を
案
内

し
た
い
。

【
菊
池
】
Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
が
少
な
い
既
存
の
事
業

の
見
直
し
や
固
定
費
が
か
か
る

こ
の
事
業
の
費
用
対
効
果
の
検

証
は
十
分
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
現
在
、

路
線
バ
ス
と
町
民
無
料
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
の
重
複
、
運
行
地

域
・
運
行
日
・
本
数
・
運
賃
の

有
無
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

公
平
性
、
公
共
交
通
を
維
持
す

る
た
め
の
公
的
負
担
の
増
加
、

と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に

お
い
て
は
、
既
存
公
共
交
通
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
移
動
利
便

性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
路
線

バ
ス
と
町
民
無
料
バ
ス
の
重
複

路
線
の
解
消
や
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
の
見
直
し
な
ど
を
一

体
的
に
検
討
し
て
推
進
す
る
。

　

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
は
、

県
北
地
区
の
自
治
体
が
運
行
す

る
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
平
均
収
支

率
が
10
％
な
の
に
対
し
、
事
業

費
と
現
在
ま
で
の
利
用
者
数
か

ら
想
定
さ
れ
る
運
賃
収
入
を
元

に
し
た
当
町
に
お
け
る
収
支
比

率
は
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

効
果
検
証
に
お
い
て
は
、事
業

の
改
善
に
よ
り
運
行
継
続
が
可

能
と
の
結
論
に
至
る
と
と
も
に
、

公
共
交
通
に
よ
る
交
通
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
で
地
域
経
済
の

活
性
化
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、導
入
す
る
こ
と
自
体
に
効
果

が
あ
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。
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町
営
墓
地
に
覆
い
被
さ
る
樹
木
の
対
応
は

対
応
が
難
し
い
時
は
町
に
相
談
を

菊池靖一 議員

答 問

一般質問

Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
費
用
対
効
果
は

狭い川山霊園駐車場

樹木が覆い被さる池田墓地



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
藤
田
】
令
和
２
年
度
か
ら
３

年
度
ま
で
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
総
額
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
７
億
２

３
７
５
万
４
千
円
の
交
付
限
度

額
が
示
さ
れ
て
い
る
。

【
藤
田
】
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
、
約
２
千
３
百
万
円
返
還

と
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
３
回
の

計
画
書
提
出
が
あ
り
、
そ
の
都

度
新
た
な
事
業
計
画
書
を
追
加

す
る
な
ど
無
駄
な
く
活
用
す
る

こ
と
を
行
っ
て
き
た
。今
後
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

内
部
で
新
た
な
事
業
を
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
令
和
３
年
９
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
10
月
１
日
ま
で

の
期
間
児
童
・
生
徒
、
そ
の
同

居
家
族
、
保
育
・
教
育
施
設
職

員
を
対
象
と
し
て
希
望
者
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
利
用
者
数
を
伺

う
。

【
健
康
増
進
課
長
】
10
代
の
お

子
さ
ん
と
施
設
職
員
２
名
が
利

用
し
た
。

【
藤
田
】
国
の
緊
急
事
態
宣
言

が
９
月
30
日
ま
で
延
期
さ
れ

た
。期
限
の
延
長
は
あ
る
の
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
今
後
の
感

染
拡
大
状
況
、
お
子
さ
ん
の
感

染
拡
大
時
等
を
含
め
て
考
え
て

い
き
た
い
。

【
藤
田
】
福
祉
関
係
従
事
者
に

は
、
高
齢
者
施
設
従
事
者
４
６

９
名
、
障
が
い
者
施
設
従
事
者

57
名
、
保
育
園
、
児
童
ク
ラ
ブ

従
事
者
75
名
、
ま
た
、
医
療
従

事
者
に
は
、
医
療
関
係
者
３
８

２
名
、
歯
科
医
院
25
名
、
薬
局

29
名
、
そ
れ
ぞ
れ
１
人
一
万
円

を
給
付
し
て
い
る
。
再
度
の
支

援
策
を
町
長
に
伺
う
。

【
町
長
】
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
事
業
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

１
１
４
事
業
を
追
加
し
て
消
化

し
て
き
た
。
現
在
、
緊
急
事
態

宣
言
中
で
も
あ
り
、
こ
の
後
の

第
５
波
の
感
染
拡
大
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
従
事
者
へ
の
支

援
金
の
支
払
い
は
予
定
を
し
て

い
き
た
い
。

【
藤
田
】
生
活
福
祉
貸
付
事
業

な
ど
令
和
３
年
度
の
相
談
件
数

が
、
４
月
が
24
件
、
５
月
が
32

件
、
６
月
が
40
件
と
増
加
傾
向

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て

い
る
方
が
増
加
し
て
い
る
。
優

先
順
位
を
つ
け
た
町
独
自
の
施

策
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
生
活
困
窮
者
へ
の
支

援
な
ど
一
体
的
に
含
め
て
優
先

【
藤
田
】
道
の
駅
奥
久
慈
大
子

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
実

施
さ
れ
る
。
業
者
丸
投
げ
で
は

な
く
、
町
民
参
加
も
含
め
、
新

た
な
魅
力
を
創
出
す
る
事
業
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
民
参
加

は
事
業
計
画
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。
道
の
駅
と
い
う
国
道
の

近
隣
を
活
か
し
な
が
ら
、
皆
さ

ん
の
目
に
留
ま
る
よ
う
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

順
位
を
付
け
て
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
８
月
14
日
、
下
野
宮

地
区
、
川
山
地
区
、
矢
田
地
区
、

大
子
地
区
に
「
警
戒
３
高
齢
者

等
避
難
」
が
発
令
さ
れ
た
。
避

難
所
宿
泊
の
対
応
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
災
害
対
策
本
部

の
厚
生
部
内
の
担
当
を
招
集

し
、
避
難
所
の
受
付
、
ア
ル
ミ

シ
ー
ト
の
配
布
、
避
難
カ
ー
ド

の
作
成
、
感
染
症
対
策
等
に
取

り
組
ん
で
行
っ
た
。

【
藤
田
】
高
齢
者
や
障
が
い
者

が
、
ア
ル
ミ
シ
ー
ト
一
枚
と
毛

布
で
宿
泊
で
き
る
と
思
う
か
。

【
総
務
課
長
】
高
齢
者
等
の
避

難
に
つ
い
て
は
、
避
難
の
備
蓄

品
の
研
究
を
し
た
い
。

【
藤
田
】
地
域
で
の
災
害
発
生

時
は
、
建
設
業
協
会
と
の
連
携

も
必
要
だ
。町
の
対
応
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
滝
倉
地
区
の
倒

木
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
町
が

対
応
す
る
前
に
地
区
の
区
長
は

じ
め
消
防
団
の
方
々
に
撤
去
し

て
頂
い
た
。
必
要
に
応
じ
て
建

設
業
協
会
と
の
協
力
要
請
も
考

え
て
い
き
た
い
。
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新
た
な
魅
力
を
創

出
す
る
事
業
に

優
先
順
位
を
付
け
た
独
自
の
施
策
を

生
活
困
窮
者
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く

藤田　稔 議員

答 問

一般質問

新たな魅力を創出するイルミネーション事業に（昨年の道の駅）



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
金
澤
】
大
子
町
の
将
来
の
人

口
構
成
の
予
想
は
。

【
福
祉
課
長
】
約
20
年
後
、
高

齢
化
率
は
56
・
５
％
に
な
り
、

人
口
は
９
４
６
９
人
だ
が
、
後

期
高
齢
者
の
人
口
は
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
。

【
金
澤
】
要
介
護
者
と
介
護
ス

タ
ッ
フ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
予

想
は
。

【
福
祉
課
長
】
介
護
ス
タ
ッ
フ

も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
、
急
速
な
減
少
が
予
想
さ
れ

る
。
現
在
、
既
に
需
要
が
供
給

を
上
回
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
思
う
。

て
、
太
極
拳
に
よ
る
健
康
づ
く

り
、
介
護
予
防
を
図
り
、
社
会

保
障
費
の
抑
制
に
寄
与
す
る
事

業
を
進
め
て
い
る
。

【
金
澤
】
介
護
の
需
要
と
供
給

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
為
に
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
る

か
。

【
福
祉
課
長
】
要
介
護
者
を
減

ら
す
た
め
に
、
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
事
業
を
効
果
的
に
行

う
。
ま
た
介
護
業
務
の
負
担
軽

減
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
増
加
に
つ
な

が
る
よ
う
に
、
企
業
と
連
携
し

て
、
事
業
展
開
を
図
る
。

【
金
澤
】
地
域
活
性
化
起
業
人

制
度
を
活
用
し
た
、
ア
グ
リ
マ

ス
（
株
）
と
の
協
定
で
目
指
す

事
は
何
か
。

【
福
祉
課
長
】
３
年
を
１
区
切

り
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
や
太
極
拳

レ
ッ
ス
ン
な
ど
を
通
し
、
健
康

づ
く
り
や
、
介
護
予
防
事
業
に

か
か
る
効
果
の
検
証
を
図
る
。

【
金
澤
】
Ｉ
Ｔ
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
、
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
技
術
を
駆

使
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
課
長
】
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の

進
化
と
そ
の
活
用
に
よ
り
介
護

ス
タ
ッ
フ
の
身
体
的
及
び
精
神

的
な
業
務
負
担
の
軽
減
が
図
れ

る
と
思
う
。

【
金
澤
】
様
々
な
企
業
と
地
域

包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
が
、

具
体
的
に
進
行
し
て
い
る
事
業

は
何
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】（
株
）
さ

と
ゆ
め
は
、
地
域
資
源
の
一
つ

で
あ
る
、
左
貫
の
古
民
家
を
活

用
し
た
、
期
間
限
定
の
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
「
だ
い
ご
茶
房
」

を
皮
切
り
に
、
様
々
な
ト
ラ
イ

ア
ル
事
業
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ

ア
ー
の
計
画
。

　

損
保
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）
は
町

民
の
安
心
・
安
全
及
び
福
祉
の

向
上
に
資
す
る
事
業
。

　

大
塚
製
薬
（
株
）
は
熱
中
症

予
防
対
策
。

　

ア
グ
リ
マ
ス
（
株
）
は
地
域

活
性
化
企
業
人
制
度
を
活
用
し

【
金
澤
】
新
庁
舎
建
設
に
続
き
、

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
控
え

て
い
る
。
公
共
工
事
の
建
設
費

の
抑
制
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
新
庁
舎
建
設

に
つ
い
て
は
、
総
務
課
内
の

庁
舎
建
設
推
進
室
が
事
業
全

体
の
工
程
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
監
督
員
が
２
名
、
技
術

的
な
内
容
は
設
計
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
者
と
連
携
を
密
に

し
て
進
め
て
い
る
。
工
事
の

進
ち
ょ
く
や
品
質
・
コ
ス
ト

の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
現
場
監

督
及
び
管
理
業
者
が
立
ち
会

っ
て
進
め
て
い
る
。
中
間
検

査
な
ど
も
、
財
政
課
に
よ

り
随
時
の
検
査
を
行
っ
て
い

る
。
町
発
注
の
工
事
の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
は
、
監
督
員
の
チ

ェ
ッ
ク
、
担
当
課
内
の
チ
ェ

ッ
ク
、財
政
担
当
の
チ
ェ
ッ
ク
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
副
町
長
、

町
長
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
な
っ

て
い
る
。
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企
業
と
の
連
携
協
定

の
進
展
に
つ
い
て

公
共
事
業
の
建
設
費
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て災害復旧により建設予定の衛生センター

介
護
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
は

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る

金澤眞人 議員

答 問

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
福
田
】
千
葉
県
で
小
学
生
５

人
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

て
死
傷
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
故
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
故
を

機
に
通
学
路
の
安
全
確
保
の
徹

底
の
た
め
、
各
地
で
危
険
箇
所

の
点
検
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
大
子
町
に
お
け
る
通
学
路

の
安
全
点
検
と
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
通

学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
大
子

町
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
、
教
育
委
員
会
、
常

陸
大
宮
土
木
事
務
所
大
子
工
務

所
、
建
設
課
、
大
子
警
察
署
、

学
校
長
会
、
福
祉
課
を
構
成
機

関
と
す
る
大
子
町
通
学
路
交
通

安
全
対
策
推
進
会
議
を
設
け
、

各
学
校
か
ら
提
出
さ
れ
る
危
険

箇
所
の
現
状
把
握
を
行
う
と
と

も
に
、
関
係
機
関
に
お
い
て
通

学
路
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
８
月
４
日
に
会
議
を

開
催
し
、
８
月
23
日
に
３
箇
所

の
合
同
点
検
を
実
施
し
た
。
点

検
箇
所
と
そ
の
状
況
、
対
策
内

容
に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

【
福
田
】
結
果
を
受
け
て
改
善

さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
平

成
24
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま

で
の
点
検
箇
所
は
１
２
１
カ

所
。
そ
の
中
で
令
和
３
年
３
月

時
点
に
お
い
て
81
カ
所
が
対
策

済
み
、
３
カ
所
が
整
備
中
、
13

カ
所
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
対

応
、
そ
の
他
は
安
全
指
導
す
る

な
ど
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

【
福
田
】
他
県
で
喫
煙
所
や
休

憩
時
間
な
ど
少
し
の
時
間
、
マ

ス
ク
を
外
し
た
状
態
で
会
話
を

し
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
タ
ー

の
報
告
が
あ
る
が
当
町
で
の
対

策
は
。

【
総
務
課
長
】
喫
煙
所
に
お
い

て
は
密
に
な
ら
な
い
対
応
、
さ

ら
に
会
話
を
控
え
る
、
飲
食
の

際
に
は
黙
食
を
す
る
と
い
っ
た

事
を
職
員
に
は
理
解
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

【
福
田
】
変
異
株
の
流
行
時
に

は
不
織
布
マ
ス
ク
の
使
用
が
効

果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
人
が
集
ま
る
場
所
や
窓
口

対
応
時
は
不
織
布
マ
ス
ク
の
着

用
が
必
要
と
感
じ
る
が
い
か
が

か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
マ
ス
ク
の

正
し
い
情
報
提
供
に
努
め
て
い

く
。

【
福
田
】
今
後
、
文
部
科
学
省

で
は
幼
稚
園
、
小
中
学
校
に
検

査
キ
ッ
ト
を
配
布
予
定
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
手
引
き
書
で

は
有
症
状
の
教
職
員
の
使
用
を

想
定
し
、
陽
性
で
も
陰
性
で
も

医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
書

か
れ
て
い
る
が
、
町
で
は
確
認

さ
れ
て
い
る
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
国

か
ら
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
が
配
布

さ
れ
る
と
い
う
通
知
は
受
け
て

い
る
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

選
択
は
個
々
に
委
ね
ら
れ
る

が
、
変
異
株
の
流
行
に
伴
い
不

織
布
マ
ス
ク
の
効
果
を
町
民
に

伝
え
、
役
場
職
員
も
認
識
し
、

見
直
す
こ
と
も
し
て
い
く
。
ま

た
、
正
し
い
マ
ス
ク
の
着
用
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
啓
発
し
て

い
く
。

【
福
田
】
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
は

無
症
状
感
染
者
の
検
査
に
は
不

向
き
で
あ
る
。
今
後
の
町
で
の

活
用
に
つ
い
て
注
意
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

【
健
康
増
進
課
長
】
今
現
在
、

市
販
の
キ
ッ
ト
は
薬
事
承
認
が

さ
れ
て
い
な
い
。
使
用
や
結
果

に
誤
解
や
過
信
が
な
い
よ
う
、
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通
学
路
の
安
全
確
保
は

関
係
機
関
が
連
携
し
行
っ
て
い
る

福田祥江 議員

答 問

一般質問

ウイルスの拡散を防ぐ効果の高い不織布マスク

役場庁舎の入り口で行われている感染対策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
中
郡
】
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
は
地
域

課
題
の
解
決
に
主
体
的
に
取
り

組
む
団
体
等
を
支
援
し
、
人
口

減
少
社
会
に
お
い
て
未
来
へ
つ

な
が
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
で

あ
る
。
現
在
支
援
を
受
け
て
活

動
し
て
い
る
団
体
は
何
団
体
あ

る
の
か
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
こ
の
事

業
は
平
成
30
年
度
か
ら
始
ま

り
、
町
の
審
査
を
経
て
採
択
さ

れ
た
事
業
に
対
し
補
助
金
を
交

付
す
る
も
の
で
、
３
年
を
限
度

と
し
て
お
り
現
在
15
団
体
が
支

援
を
受
け
て
活
動
し
て
い
る
。

【
中
郡
】
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事

業
を
繰
り
越
し
た
団
体
も
あ
る

と
聞
き
く
が
、
今
年
度
で
補
助

金
の
終
了
年
度
を
迎
え
る
団
体

が
多
く
あ
り
、
各
団
体
か
ら
支

援
補
助
の
延
長
や
新
た
な
助
成

を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
町
で
は
交
付
期
限
後
の
対

応
に
つ
い
て
何
か
考
え
て
い
る

の
か
、町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
補
助
金

の
交
付
期
限
を
迎
え
た
団
体
に

つ
い
て
は
、
事
業
活
動
が
継
続

的
に
実
施
で
き
る
ま
で
の
補
助

支
援
が
最
長
３
年
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
後
は
自
立
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
が
、
活
動
や
運
営
が
困

難
な
団
体
も
あ
る
事
は
承
知
し

て
い
る
。
今
後
は
事
業
の
延
長

や
見
直
し
を
行
い
継
続
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

【
中
郡
】
各
団
体
か
ら
は
助
成

金
額
は
少
な
く
て
も
継
続
的
に

支
援
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が

あ
り
が
た
い
と
言
う
声
が
多
い

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
は
金
額
を
変
え
ず
に

現
行
の
３
年
か
ら
最
長
５
年
に

延
長
し
、
な
か
で
も
継
続
性
の

必
要
な
事
業
は
ほ
か
の
担
当
課

に
繋
い
で
継
続
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
中
郡
】
現
在
、
町
で
は
県
の

事
業
と
し
て
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
コ
ー
ス
な
ど
い
わ
ゆ
る
山
歩

き
の
道
を
整
備
し
て
お
り
、
県

北
の
観
光
振
興
の
た
め
に
大
変

あ
り
が
た
い
事
業
で
あ
る
。
ま

た
本
町
に
は
町
認
定
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
て
お

り
、
観
光
地
で
あ
る
事
か
ら
一

年
を
通
し
て
ハ
イ
カ
ー
が

来
町
し
て
い
る
。し
か
し
、

地
図
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
は
コ
ー
ス
と
し
て
載

っ
て
い
て
も
草
木
に
覆
わ

れ
道
も
わ
か
ら
な
い
、
道

標
も
な
い
状
態
で
あ
る
。

コ
ー
ス
と
し
て
載
せ
て
あ

る
か
ら
に
は
、
道
標
の
設

置
や
最
低
限
の
整
備
は
必

要
と
思
う
が
、
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
発

行
の
案
内
地
図
の
コ
ー
ス

に
つ
い
て
は
距
離
も
長

く
、
ル
ー
ト
の
数
も
多
い

事
か
ら
整
備
が
行
き
届
か

な
い
現
状
に
あ
る
が
、
今

後
は
コ
ー
ス
の
見
直
し
や

整
備
を
随
時
実
施
し
、
コ

ー
ス
環
境
の
向
上
に
努
め

た
い
。
ま
た
大
子
町
全
体

の
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め

誘
客
に
繋
げ
た
い
。

【
中
郡
】
歴
史
あ
る
街
道

で
あ
る
の
で
、
若
者
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
も
が
歩
け

る
コ
ー
ス
の
開
発
整
備
を

お
願
い
し
た
い
。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
内
容
の
充
実
を

支
援
期
間
の
延
長
も
考
え
て
い
る

中郡一彦 議員

答 問

一般質問

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
整
備
を

数年前設置当時の道標　塩沢地区（昔の南郷道）大子町で作ったハイキング各コースの案内地図



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
須
藤
】
今
年
６
月
、
千
葉
県

の
小
学
校
の
通
学
路
で
、
下
校

途
中
だ
っ
た
小
学
生
の
列
に
ト

ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
、
５
人
が

死
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

町
長
は
こ
の
事
故
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
町
の
通
学
路
に
対
し

ど
う
取
り
組
む
決
意
か
。

【
町
長
】
大
変
痛
ま
し
い
事
故

だ
と
思
っ
て
い
る
。
社
会
全
体

と
し
て
大
き
な
問
題
と
捉
え
、

し
っ
か
り
と
し
た
モ
ラ
ル
を
守

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
周
知
活

動
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
教
育
長
】
関
係
機
関
が
連
携

し
て
児
童
生
徒
が
安
全
に
通
学

で
き
る
よ
う
に
、
通
学
路
の
安

全
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

【
須
藤
】
去
る
７
月
、
令
和
３

年
度
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

発
言
が
あ
り
、
山
間
部
の
道
路

は
傷
ん
で
い
る
箇
所
が
多
く
、

自
転
車
の
タ
イ
ヤ
が
溝
に
挟
ま

り
転
倒
す
る
事
故
が
起
き
て
い

る
。
街
路
灯
が
無
く
暗
い
中
で

の
下
校
、
野
生
動
物
を
目
撃
す

る
こ
と
も
あ
る
。
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
利
用
す
る
通
学
路

は
、
整
備
や
歩
道
の
確
保
、
街

路
灯
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
。
町
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
建
設
課
長
】
道
路
を
造
る
と

き
に
設
置
す
る
街
路
灯
以
外
に

も
、
地
域
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

箇
所
に
防
犯
灯
を
設
置
す
る
等

の
事
業
を
進
め
、
通
学
路
の
安

全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

【
須
藤
】
初
原
か
ら
槇
野
地
へ

通
じ
る
町
道
１
０
７
号
線
は
、

枝
が
道
路
を
覆
う
よ
う
に
張
り

出
し
て
い
る
。
街
路
灯
の
電
気

も
切
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
日

没
も
早
ま
り
、
部
活
な
ど
で
さ

ら
に
遅
く
な
る
機
会
も
増
え

る
。
早
急
な
対
応
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
９
月
３
日
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
街
路
灯
が
２

基
消
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

防
犯
灯
に
木
が
被
っ
て
い
る
場

所
も
あ
り
、
街
路
灯
の
修
繕
と

併
せ
て
対
応
す
る
。

【
須
藤
】
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
と
の
観
点
か
ら
、
児
童
や

生
徒
、
場
合
に
よ
っ
て
は
保
護

者
も
参
加
し
て
の
交
通
安
全
講

習
の
実
施
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面

の
対
策
も
必
要
で
は
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
小

中
学
生
が
一
緒
に
自
転
車
で
通

い
る
。

【
須
藤
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
収
束
の
見
通
し

が
立
た
な
い
状
況
に
あ
る
。
感

染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て

は
、
内
容
の
変
更
も
あ
り
得
る

の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
先
の
見
通
し
を
立

て
る
こ
と
は
難
し
い
。
全
国
的

に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
感
染
症
拡
大
防

止
策
を
講
じ
た
上
で
11
月
27
日

に
開
催
し
た
い
。

学
路
を
走
り
、
危
険
個
所
を
確

認
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
教
科
に
お
い
て

も
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
習

を
進
め
て
い
る
。

【
須
藤
】
町
は
成
人
の
つ
ど
い

を
11
月
27
日
に
文
化
福
祉
会
館

ま
い
ん
で
行
う
こ
と
で
進
め
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策

を
講
じ
た
う
え
で
開
催
す
る
の

か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局

長
】
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
方
に
対
し
て
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け

て
も
ら
い
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
当
日
、
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
に
よ
り
検
査
を

受
け
て
も
ら
う
。ま
た
、

マ
ス
ク
の
着
用
、検
温
、

手
指
の
消
毒
、
座
席
の

間
隔
を
空
け
て
の
着
席

な
ど
の
対
策
を
考
え
て
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令
和
３
年
大
子
町

成
人
の
つ
ど
い
の

コ
ロ
ナ
対
策
は

通
学
路
の
安
全
対
策
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
安
全
確
保
を
図
る

須藤　明 議員

答 問

一般質問

「令和２年大子町成人のつどい」



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
野
内
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
全
国
的
に
拡
大
し
、

自
宅
療
養
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
患
者
が
増
加
し
て
い
る
。

酸
素
が
必
要
な
方
が
自
宅
療
養

を
強
い
ら
れ
、
肺
炎
の
症
状
に

対
す
る
入
院
へ
の
基
準
が
、
明

確
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

医
療
機
関
や
感
染
者
の
状
況

等
、
都
市
部
の
環
境
と
大
子
町

で
は
大
き
く
異
な
る
と
思
う

が
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

一
つ
は
軽
症
患
者
の
方
に
対

す
る
効
果
が
、
特
に
大
き
い
と

言
わ
れ
て
い
る
「
抗
体
カ
ク
テ

ル
療
法
」
は
、
現
時
点
で
外
来

関
わ
る
周
産
期
医
療
体
制
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た

妊
産
婦
に
関
し
、
産
科
的
な
緊

急
処
置
が
必
要
な
方
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
病
床
を
、
県
内
３

か
所
の
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
に
１
床
ず
つ
、
計
３

床
を
確
保
。
感
染
妊
産
婦
の
受

入
医
療
機
関
と
し
て
９
医
療
機

関
を
指
定
し
て
お
り
、
県
内
全

て
の
分
娩
取
扱
い
医
療
機
関
と

共
有
済
み
で
あ
り
、
周
産
期
の

専
門
医
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

支
援
員
と
し
て
配
置
。
入
院
調

整
困
難
な
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
と

し
て
は
、
24
時
間
３
６
５
日
体

制
で
電
話
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

体
制
が
整
っ
て
い
る
。

の
患
者
も
含
め
て
治
療
を
受
け

る
の
は
可
能
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
抗
体
カ
ク

テ
ル
療
法
と
は
、
ロ
ナ
プ
リ
ー

プ
と
い
う
薬
剤
の
投
薬
治
療

で
、
今
年
の
７
月
19
日
に
特
定

承
認
さ
れ
た
が
、
薬
剤
の
日
本

へ
の
供
給
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
面
の
間
は
国
が
管

理
し
て
、
医
療
機
関
へ
配
布
す

る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
茨
城

県
の
医
療
政
策
課
に
よ
る
と
、

現
在
、
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入

れ
る
医
療
機
関
は
県
内
に
44
か

所
あ
り
、
そ
の
内
の
31
医
療
機

関
と
、
臨
時
の
医
療
施
設
２
か

所
で
、
外
来
対
応
も
含
め
て
約

６
０
０
件
の
抗
体
カ
ク
テ
ル
療

法
を
実
施
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ

医
療
機
関
及
び
抗
体
カ
ク
テ
ル

療
法
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機

関
は
、
医
療
機
関
の
特
定
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
非
公
表
と
さ

れ
て
い
る
。

【
野
内
】
新
聞
等
に
よ
る
と
、

病
床
が
逼
迫
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
が
、
酸
素
投
与
と
レ
ム
デ

シ
ビ
ル
等
の
治
療
は
、
大
子
町

内
の
医
療
機
関
で
も
対
応
は
可

能
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
酸
素
投
与

と
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
な
ど
の
治
療

に
つ
い
て
も
、
県
が
対
応
し
て

い
る
。
県
か
ら
の
連
絡
に
よ
る

と
、
県
内
88
の
医
療
機
関
と
連

携
し
て
、
医
師
に
よ
る
訪
問
診

療
、
電
話
診
療
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
在
宅
医
療
に
つ

い
て
も
、
症
状
に
応
じ
て
酸
素

投
与
が
受
け
ら
れ
る
形
が
と
ら

れ
て
い
る
。
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
の

治
療
に
つ
い
て
も
、
中
等
症
か

ら
重
症
者
の
治
療
に
使
わ
れ
て

い
る
が
、
薬
剤
の
供
給
量
に
限

り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
の

間
は
国
が
治
療
を
行
う
医
療
機

関
へ
、
こ
の
治
療
薬
の
配
分
を

行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

【
野
内
】
町
行
政
と
水
郡
医
師

会
と
の
情
報
の
や
り
取
り
は
、

ど
れ
く
ら
い
の
間
隔
で
実
施
さ

れ
て
い
る
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
必
要
が
あ

れ
ば
随
時
実
施
し
て
い
る
が
、

定
例
会
と
し
て
は
２
か
月
に
１

回
で
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
の
こ

と
と
か
治
療
方
針
の
話
し
合
い

を
、
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

【
野
内
】
大
子
町
に
お
い
て
妊

産
婦
の
方
が
感
染
し
た
場
合
、

即
対
応
で
き
る
医
療
機
関
が
準

備
で
き
て
い
る
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
妊
産
婦
に
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新型コロナウイルス感染対策は、
行政と町医師会の協力で

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
町
の
医
療
体
制
は

県
に
お
い
て
充
分
な
体
制
を
整
備
済

野内健一 議員

答 問

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
飯
村
】
当
町
に
お
け
る
イ
ノ

シ
シ
捕
獲
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
現
状
は
。

【
農
林
課
長
】
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
と
し
て
実
施
隊
41
名
、

わ
な
部
隊
１
０
８
名
を
隊
員
と

し
て
任
命
し
、
箱
わ
な
等
の
資

器
材
を
整
備
す
る
た
め
の
活
動

費
用
を
町
で
支
援
し
実
施
し
て

い
る
。

【
飯
村
】
年
間
の
捕
獲
頭
数
、

捕
獲
報
奨
金
は
一
頭
に
つ
き
ど

れ
く
ら
い
か
。

【
農
林
課
長
】
令
和
２
年
度
捕

獲
数
は
１
７
３
５
頭
で
あ
り
、

報
奨
金
は
猟
期
外
が
成
獣
一
頭

あ
た
り
１
万
６
千
円
、
幼
獣
一

頭
あ
た
り
１
万
３
千
円
で
あ
り
、

国
や
県
の
補
助
も
含
ん
で
い
る
。

猟
期
は
一
頭
に
つ
き
１
万
５
千

円
で
あ
り
、
町
単
独
の
助
成
金

を
交
付
し
て
い
る
。

【
飯
村
】鳥
獣
被
害（
イ
ノ
シ
シ
）

対
策
に
町
が
拠
出
し
て
い
る
年

間
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

【
農
林
課
長
】
令
和
３
年
度
予

算
５
２
６
３
万
１
千
円
（
県
補

助
金
１
４
２
０
万
、
町
３
８
４

３
万
１
千
円
）を
計
上
し
て
い
る
。

【
飯
村
】
こ
れ
ほ
ど
に
高
額
な

投
資
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ジ
ビ
エ
等
に
取
り
組
ん
で
投
資

対
効
果
を
狙
っ
て
い
く
こ
と
は

出
来
な
い
の
か
。

【
農
林
課
長
】
利
活
用
す
る
に

は
適
切
な
処
置
を
行
う
加
工
施

設
の
整
備
が
必
要
、
事
業
実
施

に
つ
い
て
は
地
元
関
係
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
今
後
探
っ
て
行

き
た
い
。

【
飯
村
】
10
月
か
ら
本
格
運
行

と
な
る
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
の
運
行

概
要
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
町
民
の

日
常
生
活
に
必
要
な
「
町
民

用
」、
町
内
観
光
向
け
の
「
観

光
用
」、
夜
間
の
町
内
飲
食
店

利
用
者
向
け
の
「
夜
間
用
」
の

３
事
業
の
運
行
を
考
え
て
い
る
。

運
行
日
は
、「
町
民
用
」
が
月

曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日
で
料

金
が
１
回
３
０
０
円
。「
観
光

用
」
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
で
１
回
３
０
０
円
。「
夜
間

用
」
が
金
曜
日
、
土
日
曜
、
祝

日
の
前
日
で
１
回
５
０
０
円
を

設
定
し
て
い
る
。
乗
降
場
所
は

既
存
の
バ
ス
停
及
び
地
域
要
望

に
よ
り
新
設
置
を
行
っ
て
い
く
。

率
的
か
つ
効
果
的
な
運
行
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
外
出
機
会
の

創
出
に
つ
な
が
る
と
期
待
を
し

て
い
る
。
今
後
も
運
用
見
直
し

を
検
討
し
て
い
く
。

【
飯
村
】
来
春
完
成
予
定
の
新

庁
舎
移
転
に
伴
い
、
中
心
市
街

地
か
ら
の
新
た
な
公
共
交
通
ル

ー
ト
は
こ
れ
か
ら
整
備
を
し
て

い
く
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
大
子
駅

か
ら
の
路
線
バ
ス
の
確
保
、
各

地
域
か
ら
も
直
接
新
庁
舎
へ
ア

ク
セ
ス
が
出
来
る
よ
う
な
検
討

を
交
通
事
業
者
と
進
め
て
い
る
。

新
庁
舎
へ
訪
れ
や
す
い
移
動
環

境
の
整
備
に
努
め
内
容
が
決
ま

り
次
第
説
明
を
す
る
。

【
飯
村
】
日
中
運
行
の
路
線
バ

ス
で
は
乗
客
が
い
な
い
状
態
で

走
っ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
後

は
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
と
バ
ラ
ン
ス

を
図
っ
て
見
直
し
て
い
く
こ
と

は
出
来
な
い
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
現
在
は
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
に
、
日
中
運
行
の
町
民
タ
ク

シ
ー
で
は
高
齢
者
等
の
利
便
性

を
考
慮
し
て
、
電
話
一
つ
で
案

内
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

通
勤
通
学
の
時
間
帯
は
確
保
し
、

利
用
が
少
な

い
日
中
に
つ

い
て
は
、
Ａ

Ｉ
タ
ク
シ
ー

の
整
備
を
更

に
行
っ
て
い

く
。
小
回
り

の
利
く
Ａ
Ｉ

タ
ク
シ
ー
は

運
行
ダ
イ
ヤ

に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
効
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Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
更

な
る
乗
降
場
所
の

増
設
を

高
齢
者
な
ど
に
は

分
か
り
や
す
い
利

用
方
法
を

ジ
ビ
エ
等
に
取
り
組
め
な
い
か

可
能
性
に
つ
い
て
今
後
探
っ
て
い
く

飯村　剛 議員

答 問

一般質問

町民タクシーでは電話で予約が出来るようになっている



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
茨
城
県
独
自
の
非
常

事
態
宣
言
、
国
の
緊
急
事
態
宣

言
の
中
、
大
子
町
で
も
８
月
12

日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
に
、
20

名
が
感
染
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
厚
労
省
は
９
月
１
日
時
点

で
自
宅
療
養
者
が
全
国
で
約
13

万
５
０
０
０
人
い
る
と
発
表
し

て
い
る
。
茨
城
県
で
も
８
月
19

日
時
点
で
１
５
５
７
名
が
自
宅

療
養
し
て
い
る
。
大
子
町
に
お

い
て
、
自
宅
療
養
者
や
濃
厚
接

触
者
に
対
す
る
町
の
支
援
体
制

は
構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
自
宅
療
養

者
や
濃
厚
接
触
者
に
つ
い
て
、

場
合
の
職
員
の
行
動
や
対
応
を

決
め
て
い
る
。
万
が
一
感
染
者

が
急
増
す
る
事
態
に
は
、
県
や

保
健
所
、
医
療
機
関
に
指
示
や

助
言
を
求
め
、
連
携
を
と
っ
た

上
で
町
民
支
援
、
医
療
支
援
に

動
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

【
川
井
】
国
は
ジ
ビ
エ
の
利
用

拡
大
を
推
進
し
て
お
り
、
イ
ノ

シ
シ
は
食
材
と
し
て
の
活
用
が

期
待
さ
れ
、
市
場
の
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
。
町
の
特
産
品
と
し

て
商
品
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て

流
通
さ
せ
る
取
組
み
が
今
後
重

要
と
考
え
る
が
。

【
観
光
商
工
課
長
】
近
年
、
農

山
村
地
域
活
性
化
の
地
域
資
源

と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
を
利
用
す

る
ジ
ビ
エ
料
理
の
振
興
も
有
効

な
選
択
肢
と
し
て
着
目
さ
れ
て

い
る
が
、
製
造
コ
ス
ト
、
採
算

性
に
係
る
課
題
が
あ
る
。
先
進

事
例
を
参
考
に
事
業
実
施
の
可

能
性
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

県
が
公
表
す
る
感
染
者
情
報
以

外
知
ら
さ
れ
る
情
報
は
な
い
。

誰
が
自
宅
療
養
者
な
の
か
、
濃

厚
接
触
者
な
の
か
、
町
で
は
一

切
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

も
し
、
自
宅
療
養
者
か
ら
町
に

生
活
支
援
を
求
め
ら
れ
た
際
に

は
、
福
祉
課
、
健
康
増
進
課

が
中
心
と
な
り
担
当
課
と
な
っ

て
支
援
し
て
い
く
と
決
め
て
い

る
。

【
川
井
】
大
子
町
は
感
染
を
心

配
す
る
児
童
生
徒
、
そ
の
他
同

居
家
族
、
保
育
・
教
育
施
設
職

員
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
期
限
を
限
っ
て
実
施
す
る

が
、
そ
の
対
象
者
の
範
囲
を
全

町
民
に
広
げ
る
こ
と
が
、
町
民

の
不
安
を
無
く
す
た
め
、
ま
た

感
染
の
拡
大
防
止
策
を
進
め
る

上
で
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
と
考
え
る
。
全
町
民
に
対
し

て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無
料
、
ま
た

は
少
な
い
負
担
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
も
っ
と
積
極
的
に
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
健
康
増
進
課
長
】
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
。

接
種
に
よ
り
、
感
染
予
防
と
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
満
12
歳
以
上
へ

の
接
種
を
10
月
２
日
ま
で
に
終

了
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
の

で
、
今
の
と

こ
ろ
現
在
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
対
象
範
囲

を
広
げ
る
考

え
は
な
い
。

【
川
井
】
大

子
町
を
管
轄

す
る
ひ
た
ち

な
か
保
健
所

は
、
常
陸
太

田
市
、
ひ
た

ち
な
か
市
、

常
陸
大
宮

市
、那
珂
市
、

東
海
村
の
６
市
町
村
を
管
轄
し

て
い
る
。
今
後
、
町
内
や
近
隣

市
町
村
で
感
染
者
が
急
増
し
た

場
合
、
保
健
所
の
対
応
や
医
療

体
制
が
逼
迫
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
町
独
自
の
対
策
、
最

悪
の
場
合
を
想
定
し
た
行
動
規

範
、
特
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

【
健
康
増
進
課
長
】
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
発
生
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
感
染
者
が
発
生
し
た
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対象者を限定した PCR 検査が受けられる

自
宅
療
養
者
や
濃
厚
接
触
者
の
支
援
体
制
は

担
当
課
が
支
援
す
る
事
を
決
め
て
い
る

川井正人 議員

答 問

一般質問

ジ
ビ
エ
料
理
の
推

進
に
つ
い
て



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
秋
を
迎
え
、
当
町
に

は
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
。
町
民
有
志
で
組
織
さ
れ
て

い
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
そ

の
方
々
へ
の
支
援
策
や
担
い
手

の
確
保
と
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
平
成
21
年

に
25
名
で
発
足
し
、
現
在
は
15

名
で
あ
る
。
街
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
袋
田
の
滝
周
辺
、
奥
久
慈

大
子
七
福
神
巡
り
の
３
コ
ー
ス

の
案
内
の
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
で
の

観
光
案
内
、
会
員
研
修
会
等
を

実
施
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
様
々
な
活
動
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
で
実
施
し

て
お
り
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

町
の
支
援
状
況
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
は
、
平

成
22
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
は

年
間
１
０
０
万
円
を
、
平
成
30

年
度
か
ら
は
80
万
円
を
補
助
し

て
い
る
。

【
菊
池
】
減
額
の
理
由
は
、ま
た
、

増
額
で
き
な
い
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
昨
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活
動
が
制

約
さ
れ
た
が
、
観
光
事
業
の
回

復
が
見
込
め
れ
ば
補
助
金
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

【
菊
池
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

難
し
さ
や
資
金
面
で
の
苦
労
は

当
事
者
し
か
わ
か
ら
な
い
の
で

町
の
協
力
体
制
を
確
立
し
、
担

い
手
の
確
保
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。
今
後
の
ま
ち
の
支
援
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
町
観
光
協
会
、
観

光
商
工
課
が
連
携
し
て
行
く
。

担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
に
よ
る
募
集
の
ほ
か
定

年
退
職
者
や
観
光
ガ
イ
ド
に
興

味
の
あ
る
方
に
声
を
か
け
る
な

ど
会
員
の
確
保
に
努
め
る
。

【
菊
池
】
こ
の
方
た
ち
の
活
動

が
行
き
詰
ま
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
支
援
体
制
は
し
っ
か
り
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
菊
池
】
町
役
場
新
庁
舎
建
設

の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

【
総
務
課
長
】
８
月
末
現
在
で
、

行
政
棟
の
１
階
床
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
完
了
、
床
下
の
設
備
配

管
工
事
施
工
中
。
議
会
ホ
ー
ル

棟
、
倉
庫
棟
の
ス
ラ
ブ
配
筋
工

事
を
施
工
中
。
全
体
の
22
％
で

計
画
通
り
進
行
し
て
い
る
。
今

後
、
木
材
の
プ
レ
カ
ッ
ト
、
塗

漆
を
使
用
し
た
り
美
濃
市
か
ら

提
供
さ
れ
る
美
濃
和
紙
の
活
用

を
取
り
入
れ
た
。
コ
ス
ト
削
減
、

工
期
の
短
縮
が
図
れ
る
と
思
う
。

【
菊
池
】
こ
れ
ら
の
工
事
に
関

し
て
は
そ
の
都
度
検
証
し
て
い

き
た
い
と
思
う
が
、
ほ
か
に
予

算
を
と
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
予
算
ど
お
り
に
執

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

装
後
、
建
て
方
に
入
れ
る
予
定
。

【
菊
池
】
６
月
の
定
例
会
で
進

入
路
の
切
土
部
分
が
一
部
崩
落

し
て
い
る
と
議
会
で
質
問
し
た

が
、
い
ま
だ
に
工
事
が
中
断
し

て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
、

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
請
負
業
者
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
、
町
と
で

協
議
を
し
た
が
、
請
負
業
者
か

ら
の
契
約
解
除
の
申
入
れ
が
あ

っ
た
た
め
、
再
設
計
に
よ
り
別

業
者
と
契
約
し
た
。
現
在
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
か
け
土
嚢
に
よ

る
排
水
対
策
を
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
こ
の
工
事
は
、
当
初

か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
入
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
慎
重
な
設
計

を
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
復
旧
工

事
が
遅
れ
た
理
由
は
。

【
総
務
課
長
】
原
因
究
明
、
復

旧
方
法
を
協
議
し
て
い
た
。

【
菊
池
】
新
庁
舎
の
変
更
契
約

で
約
２
億
円
が
増
額
さ
れ
て
い

る
。
内
訳
と
増
額
理
由
は
。

【
総
務
課
長
】
別
発
注
予
定
で

あ
っ
た
付
帯
設
備
工
事
の一
部
を

本
体
工
事
費
に
含
め
た
。
ほ
か

に
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
大
子
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新
庁
舎
建
設
費
の

増
額
理
由
は

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
策
は

担
い
手
の
確
保
、
補
助
金
等
で
支
援

菊池富也 議員

答 問

一般質問

新庁舎の現況崩落した進入路



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
大
森
】
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外

出
自
粛
生
活
か
ら
、
密
を
避
け

ら
れ
る
趣
味
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
家
庭
菜
園
も
潜
在
的

に
人
気
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
希
望
者
に
遊
休
農
地

を
活
用
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う

か
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
空
き

家
バ
ン
ク
と
同
様
の
手
法
で
遊

休
農
地
を
紹
介
し
、
活
用
す
る

制
度
を
検
討
で
き
な
い
か
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】
全

国
農
地
ナ
ビ
と
い
う
農
地
情
報

公
開
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て

い
る
。
農
地
の
情
報
や
、
耕
作

地
か
遊
休
農
地
か
の
利
用
状

る
。
そ
れ
以
上
の
規
模
は
県
条

例
で
の
規
制
と
な
る
が
、
同
様

な
規
制
内
容
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
県
の
指
導

に
よ
り
市
町
村
の
条
例
整
備
が

進
む
の
で
、
同
様
な
規
制
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
規
制

は
条
例
の
み
な
の
で
罰
則
に
上

限
が
あ
り
、
実
効
性
に
限
界
が

あ
る
。
法
制
化
に
よ
る
規
制
の

強
化
を
全
国
自
治
会
が
国
に
要

望
を
出
し
て
い
る
。

況
、
所
有
者
の
農
地
使
用
の
意

向
な
ど
が
掲
載
で
き
る
。
再
生

可
能
な
遊
休
農
地
の
所
有
者

に
、
貸
し
た
い
か
耕
作
す
る
か

の
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
が
全
国
農
地
ナ

ビ
に
掲
載
さ
れ
れ
ば
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
し
て
情
報

発
信
が
で
き
る
。

【
大
森
】
空
き
家
バ
ン
ク
の
よ

う
に
、
大
子
町
の
遊
休
農
地
だ

け
が
掲
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
が
あ

れ
ば
、
大
子
町
内
の
み
で
の
比

較
と
な
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
と

関
連
性
が
高
ま
る
。
遊
休
農
地

の
検
索
か
ら
移
住
へ
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
る
。
町
独
自
の
発
信

体
制
の
ほ
う
が
効
果
的
と
考
え

る
が
、
将
来
的
な
方
針
は
。

【
町
長
】
遊
休
農
地
の
貸
出
意

向
の
調
査
な
ど
課
題
は
多
い
。

空
き
家
情
報
と
の
連
携
は
、
担

当
課
同
士
の
協
力
も
必
要
で
あ

る
。
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
執
行
部
側
で
努
力
し
て
い

く
。

【
大
森
】
手
す
き
和
紙
の
原
材

料
の
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
生
産
が

危
機
的
だ
と
い
う
。
楮
産
地
と

し
て
対
応
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
農
林
課
長
】
楮
を
担
当
し
て

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

試
験
的
に
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
遊
休
農
地
を
活
用
し
た

補
助
金
制
度
が
あ
る
の
で
周
知

に
努
め
た
い
。

【
大
森
】
熱
海
市
で
起
き
た
土

石
流
災
害
で
、
埋
立
て
土
砂
へ

の
意
識
が
高
ま
っ
た
。
埋
立
て

は
許
可
制
な
の
で
、
関
連
条
例

は
許
可
さ
れ
た
業
者
を
対
象
と

し
た
条
文
で
あ
っ
た
。実
際
は
、

申
請
も
せ
ず
許
可
を
取
ら
な
い

業
者
が
違
法
な
工
事
を
行
う
ケ

ー
ス
が
多
い
。
そ
こ
で
、
許
可

の
如
何
を
問
わ
ず
、
埋
立
て
を

行
う
業
者
を
対
象
と
す
る
条
例

改
正
案
が
出
さ
れ
た
。
違
法
工

事
を
発
見
し
た
初
期
に
は
、
主

と
な
る
業
者
の
確
定
が
難
し
い

の
で
、
現
場
に
出
入
り
す
る
業

者
も
調
査
対
象
に
な
ら
な
け
れ

ば
効
果
は
低
い
。
改
正
案
は
そ

の
点
も
対
応
し
て
い
る
と
解
釈

し
て
よ
い
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
改
正
案
は

許
可
を
得
ず
に
埋

立
て
を
し
た
業
者

に
対
し
て
、
迅
速

な
立
入
り
検
査
と

事
情
聴
取
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
改

正
内
容
で
あ
る
。

条
例
改
正
と
関
係

機
関
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
、
違

法
な
盛
土
へ
の
抑

止
力
に
つ
な
げ
た

い
。

【
大
森
】
町
条
例

は
埋
立
て
を
す
る

土
地
５
０
０
０
㎡

未
満
が
対
象
と
な
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埋
立
て
条
例
改
正

の
実
効
性
に
つ
い
て

町と民間が連携して不法投棄監視パトロールを実施している

遊
休
農
地
と
家
庭
菜
園
の
連
携
策
は

課
題
は
多
い
が
活
性
化
の
努
力
を
す
る

大森勝夫 議員

答 問

一般質問
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私
が
今
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
は
、
空
手
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
道
場
が
使
え
な
い
た
め
、

家
で
自
主
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
基
本
練
習
や
筋
ト
レ
な

ど
の
基
礎
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
一
人
だ
と
で

き
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
し
ま

い
、
組
手
の
よ
う
に
人
と
向

か
い
合
う
練
習
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
形
の
練
習
に
は

広
い
場
所
が
必
要
な
の
で
、

わ
く
わ
く

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わ
た
し
の
夢

い
つ
も
の
よ
う
に
連
続
し
て

形
の
練
習
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、

自
分
の
思
う
よ
う
に
練
習
で

き
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
中
で
も
ベ
ス
ト

を
尽
く
せ
る
よ
う
、
以
前
先

生
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
毎
日

練
習
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成

果
も
あ
り
、
以
前
よ
り
も
す

ば
や
く
キ
レ
の
あ
る
動
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、

空
手
の
練
習
に
励
み

た
い
で
す
。

南中学校３年
木
きむら

村　真
ま

将
さき
さん

　

令
和
３
年
８
月
５
日
に
発
行
し
た

「
だ
い
ご
議
会
だ
よ
り
Ｎｏ
．
２
０
６

号
」
で
、
子
ど
も
議
会
に
お
け
る
発

言
通
告
一
覧
（
Ｐ
13
、
Ｐ
15
）
中
、

大
子
中
学
校
の
髙
安
夏
美
議
員
の
掲

載
写
真
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関

係
者
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た

こ
と
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

掲
載
内
容
の
訂
正
に
つ
い
て

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時
間
等
は
Ｆ
Ｍ
放

送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対

す
る
非
常
事
態
宣
言
が
、
や

っ
と
全
国
で
解
除
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
油
断
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま
通
常
の

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

　

町
は
台
風
被
害
か
ら
の
災

害
復
興
と
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

か
ら
の
経
済
復
興
と
、
様
々

な
問
題
に
直
面
し
て
ま
す
が
、

国
や
県
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
町
の
発
展
や
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
様
々
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
広
報
委
員
会
は
町

の
主
な
施
策
や
議
員
の
活
動

や
考
え
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
少
し
で
も
う
ま
く
伝
わ
る

よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（
金
澤
眞
人
）

あ
と
が
き

委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

副
委
員
長　

福　

田　

祥　

江

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

委　
　

員　

金　

澤　

眞　

人

12
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

▽
11
月
30
日（
火
）開　
　

会

▽
12
月
１
日（
水
）～
５
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

自
宅
審
議

▽
６
日
（
月
）　

一
般
質
問

▽
７
日
（
火
）　

一
般
質
問

▽
８
日
（
水
）　

一
般
質
問

▽
９
日
（
木
）　

逐
条
審
議

▽
10
日
（
金
）　

逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
林
業
の
盛
ん
な
ま
ち
」
を

象
徴
す
る
「
純
木
造
」
の
新
庁

舎
。
建
設
が
始
ま
っ
て
約
７
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
木
に
な
る

新
庁
舎
の
気
に
な
る
進
ち
ょ
く

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
10
月
14
日
現
在
の
写

真
で
す
。

木
新
庁
舎

に
な
る

②


